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論  文  内  容  の  要  

【諸言】   

現在，整形外科領域において，硬化後に骨と化学的に直接結合し，機械的強度も優れた骨セメントの開発が，人工関節置  

換術等の手術成績向上のために，非常に重要なことと考えられている。   

本研究では，骨と化学的に結合し，機械的強度も高いPMMAベースポリマーと生体活性セラミックス複合体による骨セ  

メントを使用し，この骨セメントを生体骨表面で硬化させ，その骨結合強度について検討した。  

【実験材料】   

ガラスビーズ含有PMMA骨セメント（以下GBC），A－Wガラスセラミック含有PMMA骨セメント（以下AWC）と，  

コントロールとして市販PMMA骨セメントを実験材料とした。   

＜GBC＞：A－Wガラスセラミックの原ガラスを高温で加熱して作製したガラスビーズ（平均粒径3．2FLm，球状），  

PMMA（分子量270000，平均粒径4．OFLm，球状），MMAをラジカル重合させて作製した。   

＜AWC＞：A－Wガラスセラミック（平均粒径4．09m，不定形），PMMA（分子量270000，平均粒径4．OFLm，球状），  

MMAをラジカル重合させて作製した。   

GBC，AWC共にフィラーの重量比を70％とした。  

【実験方法】   

日本白色家兎の脛骨近位内側骨表面に金属製フレームを固定し，これにべースト状の骨セメント（GBC，AWC及び市販  

PMMA骨セメント）を用事的に塩入し硬化させた。埋人後4，8，16週間で屠殺し，骨セメントを含む部分を切り出し，  

引っ張り試験を行った。又，ギムザ染色，SEMで骨セメントと骨との界面の組織学的検索を行った。  

【実験結果】   

引っ張り試験では，時間の経過と共に，GBCとAWCの引っ張り強度が増加した。16週で，GBC（12．39kgf／cm2，n＝  

9），AWC（10．09kgf／cm2，n＝7）を示し，GBCとAWC共に市販PMMAより有意に高値を示した。   

組織学的検査では，GBCとAWC共に骨セメントと骨間に介在組織なく，直接結合していた。市販PMMA骨セメント  

では，骨セメントと骨間に介在する線維性組織層を認めた。  

【考察】   

GBC及びAWCは優れた機械的強度を有し，曲げ強度はそれぞれ134，116MPaの高い値を示した。特に，GBCではフ  

ィラーのガラスビーズの粒径が小さいこと，形状がAWCのフィラーの不定形であるのに比べて球状であることが，セメ  

ントへの充填能力を改良し，より適切なシラン処理を可能とし，機械的強度を上昇させたものと考えられた。   

又，GBCとAWCにおいては，生体活性フィラーがセメント表面に露出した状態で強固に固定するため，市販PMMA  

骨セメント使用時のように界面に線維組織の存在することなく骨と直接結合し，高い引っ張り強度を示したと考えられた。  

【結論】  
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ガラスビーズ及びA－Wガラスセラミック含有高分子量PMMA骨セメントは，生体内で骨と直接結合する整形外科領域  

の生体活性骨セメントとして，今後，有望である。  

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  

現在，整形外科領域において，硬化後に骨と化学的に直接結合し，機械的強度も優れた骨セメントの開発が，人工関節置  

換術等の手術成績向上のために，非常に重要なことと考えられている。   

本研究では，ガラスビーズ含有PMMA骨セメント（以下GBC），A－Wガラスセラミック含有PMMA骨セメント（以  

下AWC）と，コントロールとして市販PMMA骨セメントを実験材料として使用し，これらを生体骨表面で硬化させ，そ  

の骨結合強度について検討した。   

骨セメントと骨との界面での引っ張り試験では，時間の経過と共に，GBCとAWCの引っ張り強度が増加し，GBCと  

AWC共に市販PMMA骨セメントより有意に高値を示した。組織学的検査では，GBCとAWC共に骨セメントと骨間に  

介在組織なく，直接結合していた。   

これらの結果は，GBCとAWCにおいて，生体活性フィラーが，セメント表面に露出した状態で強固に固定しうるため，  

市販PMMA骨セメント使用時のように，界面に線維組織の存在することなく骨と直接結合し，高い引っ張り強度を示した  

と考えられた。   

以上の研究は，PMMAベース生体活性骨セメントが，生体内で骨と直接結合することの解明に貢献し，整形外科領域の  

生体活性骨セメントの開発に寄与するところが多い。   

したがって，本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。   

なお，本学位授与申請者は，平成15年1月14日実施の論文内容とそれに関連した研究分野並びに学識確認のための試問を  

受け，合格と認められたものである。  
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